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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送事業者から放送された放送コンテンツを受信する放送受信機能を有する放送処理部
と、ネットワークを介して情報収集サーバと通信を行う通信処理部とを備えた受信端末で
あって、
　前記放送処理部がユーザ操作に応じて受信する放送コンテンツである視聴コンテンツを
少なくとも示す視聴情報を収集する情報送信プログラムを処理するプログラム処理部と、
　前記放送事業者に割り当てられた専用記憶領域を有する記憶部とを備え、
　前記専用記憶領域は、前記放送事業者から放送コンテンツが受信されていない場合に、
前記情報送信プログラムのアクセスが制限された記憶領域であり、
　前記放送処理部は、所定条件が満たされた場合に、前記放送事業者から放送コンテンツ
を自動的に受信する自動受信を行い、
　前記プログラム処理部は、
　前記放送受信機能が前記視聴コンテンツを受信した場合に、前記視聴情報を前記専用記
憶領域に格納し、
　前記自動受信が行われている間に、前記視聴情報を前記専用記憶領域から読出し、
　前記専用記憶領域から読み出された前記視聴情報を前記情報収集サーバに送信するよう
に前記通信処理部に指示することを特徴とする受信端末。
【請求項２】
　前記放送処理部は、複数の放送事業者のそれぞれから放送コンテンツを受信し、
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　前記複数の放送事業者のそれぞれは、前記放送事業者であり、
　前記放送処理部は、前記所定条件が満たされた場合に、前記複数の放送事業者から順に
放送コンテンツを自動的に受信することを特徴とする請求項１に記載の受信端末。
【請求項３】
　受信端末、情報収集サーバ及びプログラム送信サーバを備えた情報収集システムであっ
て、
　前記情報収集サーバは、前記受信端末がユーザ操作に応じて受信する放送コンテンツで
ある視聴コンテンツを少なくとも示す視聴情報を前記受信端末から受信し、
　前記プログラム送信サーバは、前記視聴情報を収集する情報送信プログラムを前記受信
端末に送信し、
　前記受信端末は、
　放送事業者から放送された放送コンテンツを受信する放送処理部と、
　前記情報収集サーバ及び前記プログラム送信サーバとネットワークを介して通信を行う
通信処理部と、
　前記プログラム送信サーバから受信した情報送信プログラムを処理するプログラム処理
部と、
　前記放送事業者に割り当てられた専用記憶領域を有する記憶部とを備え、
　前記専用記憶領域は、前記放送事業者から放送コンテンツが受信されていない場合に、
前記情報送信プログラムのアクセスが制限された記憶領域であり、
　前記放送処理部は、所定条件が満たされた場合に、前記放送事業者から放送コンテンツ
を自動的に受信する自動受信を行い、
　前記情報送信プログラムは、
　前記放送受信機能が前記視聴コンテンツを受信した場合に、前記視聴情報を前記専用記
憶領域に格納し、
　前記自動受信が行われている間に、前記視聴情報を前記専用記憶領域から読出し、
　前記専用記憶領域から読み出された前記視聴情報を前記情報収集サーバに送信するよう
に前記通信処理部に指示することを特徴とする視聴情報収集システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送事業者から受信された放送コンテンツである視聴コンテンツの視聴情報
を収集する携帯端末及び視聴情報収集システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、放送事業者（放送局）から放送された放送コンテンツを受信するテレビ受像機が
知られている。テレビ受像機は、放送事業者から受信された放送コンテンツを表示する。
また、テレビ受像機に接続された専用機器によって放送コンテンツの視聴率を調査するこ
とも知られている。
【０００３】
　ところで、近年では、１ワンセグメント部分受信サービスなどのように、放送事業者か
ら放送された放送コンテンツを受信する機能（以下、放送受信機能）を有する携帯端末が
増加している。携帯端末は、放送事業者から受信された放送コンテンツを表示する。
【０００４】
　ここで、携帯端末向けの放送コンテンツについても、テレビ受像機向けの放送コンテン
ツと同様に、視聴率を調査する要望が高い。
【０００５】
　例えば、携帯端末が有する通信機能を利用して、放送コンテンツの視聴情報を収集する
視聴情報収集システムが提案されている（例えば、特許文献１）。なお、通信機能は、ネ
ットワークを介して情報収集サーバと通信を行う機能である。具体的には、視聴情報収集
システムでは、サーバは、放送コンテンツの視聴情報を収集するための情報送信プログラ
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ムを携帯端末に提供する。続いて、携帯端末は、情報送信プログラムによって収集された
視聴情報を情報収集サーバに送信する。情報収集サーバは、視聴情報に加えて、携帯端末
に付与されたモニタ情報（例えば、電子メールアドレス）などを受信する。これによって
、情報収集サーバは、放送コンテンツの視聴情報をモニタ情報毎に収集することができる
。
【特許文献１】特開２００７－３１２０７０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、視聴情報の送信回数を低減して、ネットワーク負荷を軽減するために、携帯
端末は、視聴情報を一時的に記憶した上で、視聴情報を纏めてサーバに送信することが好
ましい。すなわち、携帯端末は、視聴情報を一時的に記憶する記憶部を有することが好ま
しい。
【０００７】
　記憶部としては、携帯端末に設けられた内部メモリを用いることが考えられる。一方で
、放送コンテンツの保護などの観点から、放送受信機能によって放送コンテンツが受信さ
れている際に、携帯端末の内部メモリへのアクセスが制限される可能性がある。
【０００８】
　そこで、本発明は、上述した課題を解決するためになされたものであり、放送受信機能
によって放送コンテンツが受信されている際に、内部メモリへのアクセスが制限されてい
る場合であっても、携帯端末から視聴情報を収集することを可能とする視聴情報収集シス
テムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した問題を解決するため、本発明は、次のような特徴を有している。本発明の第１
の特徴は、放送事業者（放送局５０ａ，５０ｂ）から放送された放送コンテンツを受信す
る放送受信機能を有する放送処理部（放送処理部１４１）と、ネットワーク（通信ネット
ワーク６０）を介して情報収集サーバ（情報収集サーバ１０）と通信を行う通信処理部（
通信処理部１４２）とを備えた携帯端末（携帯端末１４０ａ，１４０ｂ）であって、前記
放送処理部がユーザ操作に応じて受信する放送コンテンツである視聴コンテンツを少なく
とも示す視聴情報を収集する情報送信プログラムを処理するプログラム処理部（プログラ
ム処理部１４３１）と、前記放送事業者に割り当てられた専用記憶領域を有する記憶部（
放送用メモリ１４４）とを備え、前記専用記憶領域は、前記放送事業者から放送コンテン
ツが受信されていない場合に、前記情報送信プログラムのアクセスが制限された記憶領域
であり、前記放送処理部は、所定条件が満たされた場合に、前記放送事業者から放送コン
テンツを自動的に受信する自動受信を行い、前記プログラム処理部は、前記放送受信機能
が前記視聴コンテンツを受信した場合に、前記視聴情報を前記専用記憶領域に格納し、前
記自動受信が行われている間に、前記視聴情報を前記専用記憶領域から読出し、前記専用
記憶領域から読み出された前記視聴情報を前記情報収集サーバに送信するように前記通信
処理部に指示することを要旨とする。
【００１０】
　本発明の第１の特徴によれば、携帯端末において、ユーザ操作に応じて受信された視聴
コンテンツの視聴情報は、放送コンテンツが受信されていない場合にアクセスが制限され
ている記憶部の専用記憶領域に記憶される。そして、専用記憶領域に記憶された視聴情報
は、放送コンテンツの自動受信が行われている間に、専用記憶領域から読み出されて、情
報収集サーバに送られる。
【００１１】
　このように、本発明の第１の特徴によれば、専用記憶領域に記憶された視聴情報を自動
受信により視聴時以外に取り出すことができる。
【００１２】
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　従って、本発明の第１の特徴によれば、放送コンテンツが受信されている際に、携帯端
末の内部メモリへのアクセスが制限される場合でも、携帯端末から視聴情報を収集するこ
とができる。
【００１３】
　本発明の第２の特徴は、本発明の第１の特徴に係り、前記放送処理部は、複数の放送事
業者のそれぞれから放送コンテンツを受信し、前記複数の放送事業者のそれぞれは、前記
放送事業者であり、前記放送処理部は、前記所定条件が満たされた場合に、前記複数の放
送事業者から順に放送コンテンツを自動的に受信することを要旨とする。
【００１４】
　本発明の第３の特徴は、携帯端末、情報収集サーバ及びプログラム送信サーバ（プログ
ラム送信サーバ２０）を備えた情報収集システムであって、前記情報収集サーバは、前記
携帯端末がユーザ操作に応じて受信する放送コンテンツである視聴コンテンツを少なくと
も示す視聴情報を前記携帯端末から受信し、前記プログラム送信サーバは、前記視聴情報
を収集する情報送信プログラムを前記携帯端末に送信し、前記携帯端末は、放送事業者か
ら放送された放送コンテンツを受信する放送処理部と、前記情報収集サーバ及び前記プロ
グラム送信サーバとネットワークを介して通信を行う通信処理部と、前記プログラム送信
サーバから受信した情報送信プログラムを処理するプログラム処理部と、前記放送事業者
に割り当てられた専用記憶領域を有する記憶部とを備え、前記専用記憶領域は、前記放送
事業者から放送コンテンツが受信されていない場合に、前記情報送信プログラムのアクセ
スが制限された記憶領域であり、前記放送処理部は、所定条件が満たされた場合に、前記
放送事業者から放送コンテンツを自動的に受信する自動受信を行い、前記情報送信プログ
ラムは、前記放送受信機能が前記視聴コンテンツを受信した場合に、前記視聴情報を前記
専用記憶領域に格納し、前記自動受信が行われている間に、前記視聴情報を前記専用記憶
領域から読出し、前記専用記憶領域から読み出された前記視聴情報を前記情報収集サーバ
に送信するように前記通信処理部に指示することを要旨とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、放送受信機能によって放送コンテンツが受信されている際に、内部メ
モリへのアクセスが制限されている場合であっても、携帯端末から視聴情報を収集するこ
とを可能とする視聴情報収集システムを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明に係る情報収集システムの実施形態について、図面を参照して説明する。具体的
には、（１）情報収集システム全体概略構成、（２）情報収集サーバの構成、（３）プロ
グラム送信サーバの構成、（４）情報送信プログラム、（５）モニタプロフィール管理サ
ーバの構成、（６）情報集計サーバの構成、（７）携帯端末の構成、（８）視聴情報の収
集処理、（９）作用・効果、及び（１０）その他の実施形態について説明する。
【００１７】
　なお、以下の図面の記載において、同一または類似の部分には、同一または類似の符号
を付している。ただし、図面は模式的なものであり、本発明に関係する部分のみを概念的
に示している。
【００１８】
（１）情報収集システム全体概略構成
　初めに、図１を参照しながら、本発明の実施形態に係る情報収集システム１の概略構成
について説明する。情報収集システム１は、図１に示すように、情報収集サーバ１０と、
プログラム送信サーバ２０とを備える。情報収集サーバ１０とプログラム送信サーバ２０
は、通信ネットワーク６０に接続される。また、情報収集システム１は、モニタプロフィ
ール管理サーバ３０と、情報集計サーバ４０とを備える。
【００１９】
　情報収集システム１は、携帯端末１４０ａ，１４０ｂを備える。携帯端末１４０ａ，１
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４０ｂは、放送事業者（放送局５０ａ，５０ｂ）から提供される放送コンテンツを受信す
る機能と、通信ネットワーク６０を介して情報収集サーバ１０と通信を行う機能とを備え
る。ここで、放送コンテンツとは、携帯電話・移動体端末向けの１セグメント部分受信サ
ービス、いわゆるワンセグ放送によって提供されるコンテンツである。放送コンテンツは
、ワンセグ専用のデータ放送を含む。すなわち、情報収集システム１は、携帯端末１４０
ａ，１４０ｂにおいて視聴された放送コンテンツの視聴情報を収集するシステムである。
【００２０】
　情報収集サーバ１０、プログラム送信サーバ２０、モニタプロフィール管理サーバ３０
、及び情報集計サーバ４０は、放送コンテンツの視聴率などを収集する情報収集会社によ
って管理されるサーバである。
【００２１】
　情報収集サーバ１０は、携帯端末１４０ａから、放送コンテンツの視聴情報を収集する
。情報収集サーバ１０の具体的な構成は後述する。
【００２２】
　プログラム送信サーバ２０は、携帯端末１４０ａに放送コンテンツの視聴情報を送信さ
せるための情報送信プログラムを送信する。プログラム送信サーバ２０の具体的な構成は
後述する。
【００２３】
　モニタプロフィール管理サーバ３０は、携帯端末１４０ａの加入者のプロフィール情報
等を管理する。モニタプロフィール管理サーバ３０についての詳細は、後述する。
【００２４】
　また、情報集計サーバ４０は、情報収集サーバ１０により収集された放送コンテンツの
視聴履歴及び携帯端末１４０ａの加入者のプロフィール情報等を集計する。
【００２５】
　通信ネットワーク６０には、ゲートウェイ２００を介して、移動体通信システム１００
が接続される。
【００２６】
　移動体通信システム１００は、移動体通信ネットワーク１１０と、基地局１２０と、加
入者情報管理装置１３０とを備える。
【００２７】
　基地局１２０には、携帯端末１４０ａ，１４０ｂが無線通信により接続される。移動体
通信システム１００は、加入者情報管理装置１３０により、各携帯端末（携帯端末１４０
ａ，１４０ｂ）を管理している。
【００２８】
　基地局１２０は、所定の無線範囲を形成しており、この無線範囲内に存在する携帯端末
１４０ａ，１４０ｂと無線通信を行う。また、基地局１２０は、無線範囲内に、無線範囲
を識別する位置情報を含む無線信号を送信する。
【００２９】
　加入者情報管理装置１３０は、基地局１２０の無線範囲内に存在する携帯端末１４０ａ
，１４０ｂを管理する。なお、加入者情報管理装置１３０の具体的な構成は後述する。
【００３０】
　携帯端末１４０ａ，１４０ｂは、移動体通信ネットワーク１１０に接続されており、加
入者情報管理装置１３０によって管理されている。
【００３１】
　移動体通信ネットワーク１００は、ゲートウェイ２００を介して、通信ネットワーク６
０に接続される。なお、ゲートウェイ２００は、移動通信ネットワーク１００内に含まれ
ていてもよい。
【００３２】
　以上の構成を備える情報収集システム１は、携帯端末１４０ａ，１４０ｂにおいて受信
された放送コンテンツの視聴情報を収集することができる。携帯端末１４０ａ，１４０ｂ
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において受信された放送コンテンツは、携帯端末１４０ａ，１４０ｂを所有するユーザに
よって視聴されることを前提とする。
【００３３】
（２）情報収集サーバの構成
　情報収集サーバ１０は、携帯端末１４０ａ，１４０ｂの放送処理部（後述する）におい
て取得された放送コンテンツの情報を収集するための制御を行う情報収集制御部１１を有
する。また、情報収集サーバ１０は、情報収集制御部１１によって収集された視聴履歴を
格納する情報格納部１２を有する。
【００３４】
　情報収集制御部１１は、携帯端末１４０ａ，１４０ｂに対して、放送コンテンツの視聴
情報を情報収集サーバ１０に提供することを依頼する通知を行う。情報収集制御部１１は
、放送コンテンツの視聴情報を情報収集サーバ１０に提供することに応じた携帯端末１４
０ａ，１４０ｂに対して、放送コンテンツの視聴情報を収集するためのプログラム（情報
送信プログラムという）を送信する制御を行う。
【００３５】
　情報収納部１２は、放送コンテンツの視聴情報を情報収集サーバ１０に提供することに
応じた携帯端末１４０ａ，１４０ｂから収集した視聴情報を格納する。放送コンテンツの
視聴情報は、情報送信プログラムによって送信される。
【００３６】
（３）プログラム送信サーバの構成
　プログラム送信サーバ２０は、情報送信プログラム格納部２１を有する。情報送信プロ
グラム格納部２１には、放送コンテンツの視聴情報を収集するための情報送信プログラム
が格納される。情報送信プログラムについては、後述する。プログラム送信サーバ２０は
、情報収集制御部１１からの指示を受けて、携帯端末１４０ａ，１４０ｂなどに情報送信
プログラムを送信する。
【００３７】
（４）情報送信プログラム
　情報送信プログラムは、携帯端末１４０ａ，１４０ｂによって視聴された放送コンテン
ツの視聴情報を収集するプログラムである。情報送信プログラムは、携帯端末１４０ａ，
１４０ｂの制御部（後述する）に組み込まれる。
【００３８】
　情報送信プログラムは、携帯端末１４０ａ，１４０ｂがユーザ操作に応じて受信した放
送コンテンツを少なくとも示す視聴情報を収集する。ここで、ユーザ操作に応じて受信さ
れる放送コンテンツを視聴コンテンツという。
【００３９】
　視聴情報としては、放送コンテンツを示す情報のほか、放送コンテンツを提供する放送
事業者を識別する情報、放送コンテンツが取得された視聴時刻などを含む。また、情報送
信プログラムは、放送コンテンツの視聴情報とともに、放送コンテンツが取得されたとき
の携帯端末１４０ａ，１４０ｂの位置情報を取得する。
【００４０】
　情報送信プログラムは、上述した視聴情報、位置情報等を所定のタイミングで情報収集
サーバ１０に送信する処理を携帯端末１４０ａ、１４０ｂに実行させる。情報送信プログ
ラムによって、携帯端末１４０ａ、１４０ｂから取得される視聴情報、位置情報等の詳細
は、後述する。
【００４１】
（５）モニタプロフィール管理サーバの構成
　モニタプロフィール管理サーバ３０は、加入者を識別する情報と、ユーザのプロフィー
ルとを関連付けて管理する。加入者を識別する情報とは、情報携帯端末１４０ａ，１４０
ｂに割り当てられた加入者識別子（ＩＭＳＩ）である。
【００４２】
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　ここで、加入者とは、携帯電話サービスに加入した加入者を指す。従って携帯端末のユ
ーザである。ユーザに等しい。また、加入者識別子（ＩＭＳＩ）は、携帯端末１４０ａ，
１４０ｂを一意に識別可能な識別子であり、携帯電話番号を含む。
【００４３】
　通常、携帯型電話（携帯端末）は、携帯電話サービスに加入した加入者本人によっての
み使用される。従って、加入者識別子（ＩＭＳＩ）は、携帯端末１４０ａ，１４０ｂを使
用する使用者を特定できる識別情報といえる。
【００４４】
　図２に、ユーザプロフィールの一例を示す。ユーザプロフィールには、ユーザの名前又
はニックネーム、携帯ＩＤ、すなわち加入者識別子（ＩＭＳＩ）、携帯端末の機種に関す
る情報、性別、生年月日、職業、婚歴、最終学歴、年収、その他、この携帯端末を所有す
る人物に関連する情報が含まれる。
【００４５】
　ユーザのプロフィールは、例えば、ユーザが放送コンテンツの視聴情報の提供を承諾し
たときに取得する。ユーザは、情報収集会社のウェブサイトや、別のウェブサイト、雑誌
、ＴＶ等の広告媒体を通じて、携帯端末による放送コンテンツの視聴情報の収集等が行わ
れていることを知り、興味を示してアクセスしてくることなどが考えられる。
【００４６】
　情報収集会社は、所定のウェブページ上に、プロフィールを記入するための入力フォー
ムを用意しておき、このウェブページにアクセスしてきたユーザに対して、放送コンテン
ツの視聴情報の提供をユーザに求める。ユーザが承諾する操作を行った場合に、所定の入
力フォームにユーザを誘導する。
【００４７】
　ユーザプロフィールを取得する方法としては、上述のように、視聴情報の提供を承諾し
たユーザに入力させて取得する他、視聴情報の提供を承諾したユーザの携帯端末を管理し
ている移動体通信ネットワーク１１０から取得することもできる。
【００４８】
（６）情報集計サーバの構成
　情報集計サーバ４０は、情報収集サーバ１０により収集された放送コンテンツの視聴情
報をプロフィール毎、或いは携帯端末１４０ａ，１４０ｂの位置情報毎に集計する。情報
集計サーバ４０は、情報取得部４１と、関連付部４２と、集計データ格納部４３とを有す
る。
【００４９】
　情報取得部４１は、通信ネットワーク６０を介して各種情報を取得する。情報取得部４
１は、放送コンテンツの視聴情報を情報収集サーバ１０から取得する、また、プロフィー
ルをモニタプロフィール管理サーバ３０から取得する。
【００５０】
　関連付部４２は、情報収集サーバ１０から取得した放送コンテンツの視聴情報とモニタ
プロフィール管理サーバ３０から取得したプロフィールとを加入者識別子によって関連付
ける。
【００５１】
　集計データ格納部４３は、関連付部４２において互いに関連付けられたプロフィールと
加入者識別子とを記憶する。
【００５２】
　ユーザプロフィールを移動体通信ネットワーク１１０から取得することもできる。図１
に示す情報収集システム１において、移動体通信ネットワーク１１０には、加入者識別子
（ＩＭＳＩ）と加入者のプロフィールを含む加入者情報とを関連付けて管理する加入者情
報管理装置１３０が設けられている。
【００５３】
　加入者情報管理装置１３０は、登録データベース１３１と、位置情報生成部１３２とを
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有する。登録データベース１３１には、登録時にユーザ（加入者）から取得した加入者情
報が格納されている。
【００５４】
　情報集計サーバ４０は、視聴情報を情報収集サーバ１０から取得するとともに、プロフ
ィールを加入者情報管理装置１３０から取得し、情報収集サーバ１０から取得した視聴情
報と加入者情報管理装置１３０から取得したプロフィールとを加入者識別子（ＩＭＳＩ）
によって関連付ける。
【００５５】
　このように、情報収集システム１は、加入者情報管理装置１３０からプロフィールを取
得し、視聴情報と加入者情報とを関連付けることができる。これにより、加入者のプロフ
ィールを改めて作成する手間が省ける。
【００５６】
（７）携帯端末の構成
　次に、図１を参照して、携帯端末１４０ａ，１４０ｂの構成を説明する。図１に示す携
帯端末１４０ａ、１４０ｂは、異なる使用者（加入者）によって使用される個別の携帯電
話を示している。両者は、同一の機能を有する。以下では、携帯端末１４０ａの構成を説
明する。
【００５７】
　図１に示すように、携帯端末１４０ａは、放送処理部１４１と、通信処理部１４２と、
制御部１４３とを有する。携帯端末１４０ａは、放送コンテンツの視聴時に使用される放
送用メモリ１４４を有する。
【００５８】
　携帯端末１４０ａは、ウェブサイト、携帯端末の操作に係るメッセージなどを表示する
表示部１４５を有する。表示部１４５は、例えば、液晶表示装置（ＬＣＤパネル）である
。携帯端末１４０ａは、数字、アルファベットを入力することが可能な入力部１４６を有
する。携帯端末１４０ａは、携帯端末１４０ａの位置を測定する位置情報測定部１４７を
有する。位置情報測定部１４７は、いわゆるＧＰＳユニットである。
【００５９】
　携帯端末１４０ａは、加入者識別子（ＩＭＳＩ）を格納する携帯ＩＤメモリ１４８を有
する。携帯ＩＤメモリ１４８は、携帯端末１４０ａの本体に対して着脱可能になっていて
もよい。
【００６０】
　携帯端末１４０ａは、通信処理部１４２により受信した情報送信プログラムを格納する
情報送信プログラムメモリ１４９を有する。
【００６１】
　続いて、各構成について説明する。放送処理部１４１は、放送局５０ａ，５０ｂなどか
ら送信された放送コンテンツを受信する放送受信機能を有する。放送処理部１４１は、ユ
ーザによって入力部１４６になされた操作に応じて放送コンテンツを受信する。放送処理
部１４１は、複数の放送事業者から提供される放送コンテンツのなかから選択された放送
コンテンツを受信する。
【００６２】
　また、放送処理部１４１は、放送局５０ａ，５０ｂ、及び放送電波を受信可能な全ての
放送局（不図示）から順番に放送コンテンツを自動的に受信する自動受信を行う。この自
動受信は、所定条件が満たされた場合に実行される。
【００６３】
　自動受信は、ユーザに認知されないように実行される。例えば、自動受信中の放送コン
テンツは、表示部１４５に表示しない。自動受信中に受信した放送コンテンツは、視聴コ
ンテンツと区別して扱われる。すなわち、自動受信中に受信した放送コンテンツの視聴情
報は、取得しない設定になっている。自動受信の実行時に、他の機能が起動されている場
合には、起動中の機能が終了され次第、自動受信が再度実行される。自動受信における一
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放送コンテンツあたりの受信期間は、プログラム処理部１４３１が放送用メモリ１４４に
アクセスして、専用記憶領域から視聴情報を抽出することのできる期間である。
【００６４】
　所定条件としては、例えば、予め決められた時刻になること、或いは予め決められた位
置情報の場所に到達することなどがある。予め決められた位置情報とは、例えば、ある放
送事業者の放送局からの放送電波の圏外付近の位置情報である。このほか、自動受信が開
始される条件としては、携帯端末１４０ａの充電開始を検知したとき、或いは充電中であ
ることがあげられる。
【００６５】
　通信処理部１４２は、通信ネットワーク６０を介して情報収集サーバ１０と通信を行う
。通信処理部１４１は、基地局１２０と無線通信により通信する通信インターフェイスと
しての機能を有する。通信処理部１４１は、情報収集サーバ１０から放送コンテンツの視
聴情報を情報収集サーバ１０に提供することを依頼する通知を受信する。通信処理部１４
１は、プログラム送信サーバ２０から放送コンテンツの視聴情報などを収集するための情
報送信プログラムを受信する。
【００６６】
　制御部１４３は、通話、ウェブサイトの閲覧、放送コンテンツの受信等の制御を行う。
制御部１４３は、通話、ウェブサイトの閲覧のためのプログラム等が格納されるＲＯＭ（
不図示）、制御部１４３の作業領域としてのＲＡＭ（不図示）などを有する。
【００６７】
　制御部１４３は、情報送信プログラムメモリ１４９に格納された情報送信プログラムを
処理するプログラム処理部１４３１を有する。
【００６８】
　プログラム処理部１４３１は、放送処理部１４１の放送受信機能によって受信された放
送コンテンツの視聴情報を収集する。プログラム処理部１４３１は、ユーザの操作に基づ
いて受信された放送コンテンツ（視聴コンテンツ）の視聴情報を収集する。
【００６９】
　プログラム処理部１４３１は、収集した視聴情報を放送用メモリ１４４に格納する。具
体的に、プログラム処理部１４３１は、放送コンテンツを提供する放送事業者の専用記憶
領域に視聴情報を格納する。放送用メモリ１４４の専用記憶領域に格納される視聴情報に
ついては、後述する。
【００７０】
　プログラム処理部１４３１は、放送処理部１４１によって自動受信が行われている間に
、視聴情報を放送用メモリ１４４の専用記憶領域から読み出す。プログラム処理部１４３
１は、専用記憶領域から読み出された視聴情報を情報収集サーバ１０に送信するように通
信処理部１４２に指示する。
【００７１】
　放送用メモリ１４４は、放送事業者（放送局という）毎に割り当てられた専用記憶領域
を有する。放送用メモリ１４４は、放送コンテンツの受信処理、放送コンテンツの表示処
理などに使用されるメモリである。放送用メモリ１４４は、不揮発性メモリである。放送
用メモリ１４４は、放送コンテンツに係るデータ等を再生するときにバッファとして使用
される。また、放送用メモリ１４４は、放送コンテンツの視聴情報を格納する。
【００７２】
　図３は、放送用メモリ１４４の記憶領域を説明する図である。図３に示すように、放送
用メモリ１４４は、例えば、ＴＶ１、ＴＶ２、ＴＶ１１、ＴＶ２１…、などの放送局毎の
専用記憶領域を有する。
【００７３】
　放送用メモリ１４４は、放送局から放送コンテンツが受信されていない場合に、プログ
ラム処理部１４３１のアクセスが制限されている。すなわち、放送処理部１４１は、ＴＶ
１によって提供される放送コンテンツを受信している際には、プログラム処理部１４３１
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は、領域ＴＶ１にしかアクセスできない。
【００７４】
　放送用メモリ１４４には、プログラム処理部１４３１によって、放送処理部１４１によ
って受信されている放送コンテンツに対応する記憶領域に、当該放送コンテンツの視聴情
報が格納される。
【００７５】
　図４は、視聴情報の一例を説明する図である。視聴情報は、図４に示すように、視聴コ
ンテンツの視聴時刻、チャンネル情報（視聴コンテンツを提供する放送局を識別する情報
）、位置情報、及び受信状態を含む。位置情報は、位置情報測定部１４７であるＧＰＳユ
ニットによって測定された緯度、経度及び標高である。
【００７６】
　視聴情報、位置情報、及び受信状態は、ユーザが選択した放送コンテンツが視聴されて
いる間、所定の間隔で記録される。すなわち、放送コンテンツのうちユーザの操作に基づ
いて受信された放送コンテンツが放送処理部１４１によって受信されている間、所定の間
隔で記録される。例えば、ＴＶ２３の放送コンテンツが受信される場合には、ＴＶ２３の
放送コンテンツが受信されている間、放送用メモリ１４４の領域ＴＶ２３に、図４に示す
視聴情報が格納される。
【００７７】
　放送局が切り替えられると、切り替えが行われた以降は、切り替え後の放送局に対応す
る領域に視聴情報が格納される。例えば、ＴＶ２３からＴＶ３１に切り替えられると、領
域ＴＶ３１に視聴時刻、位置情報、及び受信状態等の視聴情報が格納される。
【００７８】
　ここで、放送コンテンツのうち、ユーザの操作に基づいて受信された放送コンテンツを
視聴コンテンツといい、上述した自動受信によって受信された放送コンテンツと区別する
。
【００７９】
（８）視聴情報の収集処理
　次に、情報収集システム１による視聴情報の収集処理について説明する。情報収集シス
テム１は、情報送信プログラムを携帯端末１４０に送信する処理と、情報送信プログラム
によって視聴コンテンツの視聴情報を収集する処理とを有する。
【００８０】
（８．１）情報送信プログラムの送信処理
　図５は、情報収集システム１が情報送信プログラムを携帯端末１４０ａに送信する処理
を示すフローチャートである。
【００８１】
　本実施形態では、情報収集会社は、携帯端末１４０ａのユーザに対して、携帯端末で視
聴した放送コンテンツの収集に登録する勧誘の通知（以下、モニタ登録の依頼という）を
行うものとする。この勧誘を承諾したユーザの携帯端末に情報送信プログラムを送信する
。
【００８２】
　すなわち、具体的には、図４に示すように、情報収集サーバ１０は、ステップＳ１にお
いて、モニタ登録の依頼を電子メールにより携帯端末１４０ａに送信する。
【００８３】
　ステップＳ２において、携帯端末１４０ａは、電子メールによりモニタ登録の依頼を受
信する。ステップＳ３において、携帯端末１４０ａにおいてモニタ登録のための操作入力
が行われる。
【００８４】
　ステップＳ４において、携帯端末１４０ａからモニタ登録に必要な情報が送信される。
モニタ登録に必要な情報とは、図３に示すユーザプロフィールである。
【００８５】
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　ステップＳ５において、情報収集サーバ１０は、ユーザプロフィールを受信する。
【００８６】
　ステップＳ６において、情報収集サーバ１０は、ステップＳ５において、受信したユー
ザプロフィールをモニタプロフィール管理サーバ３０に送る。モニタプロフィール管理サ
ーバ３０は、ステップＳ７において、モニタデータベースを作成し、記憶装置に格納する
。
【００８７】
　情報収集サーバ１０は、ステップＳ８において、プログラム送信サーバ２０に対して、
携帯端末１４０ａに送信プログラムを送信する指示を送る。
【００８８】
　ステップＳ９において、プログラム送信サーバ２０は、情報収集サーバ１０からの指示
に基づいて、携帯端末１４０ａに対して情報送信プログラムを送信する。
【００８９】
　ステップＳ１０において、携帯端末１４０ａは、情報送信プログラムを受信する。ステ
ップＳ１１において、携帯端末１４０ａは、情報送信プログラムをプログラム処理部１４
３１にインストールする。
【００９０】
　情報送信プログラムのインストールが完了すると、携帯端末１４０ａは、ステップＳ１
２において、情報送信プログラムのインストールが完了したことを示す設定完了通知を情
報収集サーバ１０に送信する。ステップＳ１３において、情報収集サーバ１０は、モニタ
登録を終了する。
【００９１】
（８．２）視聴コンテンツの視聴情報を取得する処理
　次に、視聴コンテンツの視聴情報を取得する処理を説明する。図６は、携帯端末１４０
ａにおいて、ユーザの操作に基づいて受信された視聴コンテンツの視聴情報を収集する処
理を示すフローチャートである。
【００９２】
　図６に示すように、ステップＳ２１において、放送処理部１４１が起動される。ステッ
プＳ２２において、携帯端末１４０ａの放送処理部１４１は、視聴コンテンツを受信する
。
【００９３】
　ステップＳ２３において、プログラム処理部１４３１は、情報収集プログラムを処理し
て、視聴コンテンツの視聴情報を収集する。
【００９４】
　ステップＳ２４において、プログラム処理部１４３１は、現在受信中の放送コンテンツ
を提供する放送局に割り当てられた専用記憶領域に、収集した視聴情報を格納する。例え
ば、ユーザによって、放送局ＴＶ１３が選択された場合、プログラム処理部１４３１は、
放送用メモリ１４４の専用領域ＴＶ１３に視聴情報を格納する。視聴コンテンツが切り替
えらた場合には、プログラム処理部１４３１は、切り替えられた後の視聴コンテンツを提
供する放送局の放送用メモリ１４４の専用領域に視聴情報を格納する。
【００９５】
（８．３）視聴情報を収集する処理
　次に、視聴情報を収集する処理について説明する。プログラム処理部１４３１は、情報
送信プログラムを処理して、収集した視聴情報及び携帯端末１４０ａの加入者識別子（Ｉ
ＭＳＩ）を所定のタイミングで情報収集サーバ１０に送信する。
【００９６】
　ステップＳ３１において、携帯端末１４０ａのプログラム処理部１４３１は、情報収集
プログラムを処理し、所定の条件になったか否かを判別する。
【００９７】
　所定の条件になったとき、ステップＳ３２において、プログラム処理部１４３１は、放
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送処理部１４１を立ち上げて自動受信を開始する。放送処理部１４１は、放送局５０ａ，
５０ｂ、及び放送電波を受信可能な全ての放送局から順番に放送コンテンツを受信する。
【００９８】
　ステップＳ３３において、プログラム処理部１４３１は、自動受信が行われている間に
、受信中の放送コンテンツを提供する放送局に割り当てられた専用記憶領域から視聴情報
を抽出し、抽出した視聴情報を携帯端末１４０ａの内部メモリに一時的に記憶する。受信
可能な放送コンテンツの全てに対して、同様の処理を繰り返す。
【００９９】
　ステップＳ３４において、プログラム処理部１４３１は、抽出した視聴情報と加入者識
別子とを情報収集サーバ１０に送信する。
【０１００】
　なお、ステップＳ３３及びステップＳ３４では、専用記憶領域から抽出した視聴情報を
携帯端末１４０ａの内部メモリに記憶することなく、抽出する都度、情報収集サーバ１０
に送信してもよい。
【０１０１】
　ステップＳ３５において、情報収集サーバ１０は、携帯端末１４０ａから送信された視
聴情報及び加入者識別子を受信する。ステップＳ３６において、情報収集サーバ１０は、
受信した視聴情報及び加入者識別子を情報格納部１２に保存する。ステップＳ３７におい
て、情報収集サーバ１０は、情報格納部１２に保存された視聴情報及び加入者識別子を情
報集計サーバ４０に送る。
【０１０２】
　情報集計サーバ４０の情報取得部４１は、情報収集サーバ１０から取得した加入者識別
子に基づいて、モニタプロフィール管理サーバ３０からプロフィールを取得する。関連付
部４２は、情報収集サーバ１０から取得した視聴情報とモニタプロフィール管理サーバ３
０から取得したプロフィールとを加入者識別子によって関連付ける。関連付けされた情報
は、集計データ格納部４３に記憶される。
【０１０３】
　以上のように、図６に示す処理によれば、情報送信プログラムにより、携帯端末１４０
ａで視聴された視聴コンテンツを示す視聴情報と、携帯端末１４０ａの加入者識別子（Ｉ
ＭＳＩ）とを所定のタイミングで収集することができる。
【０１０４】
（９）作用・効果
　情報収集システム１によれば、携帯端末１４０ａにおいて、ユーザ操作に応じて受信さ
れた視聴コンテンツの視聴情報は、放送コンテンツが受信されていない場合にアクセスが
制限されている放送用メモリ１４４の専用記憶領域に記憶される。そして、専用記憶領域
に記憶された視聴情報は、放送コンテンツの自動受信が行われている間に、視聴情報は、
専用記憶領域から読み出されて、情報収集サーバ１０に送られる。
【０１０５】
　このように、情報収集システム１によれば、放送用メモリ１４４の専用記憶領域に記憶
された視聴情報を自動受信により視聴時以外に取り出すことができる。
【０１０６】
　従って、情報収集システム１によれば、放送コンテンツが受信されている際に、携帯端
末１４０ａの内部メモリへのアクセスが制限される場合でも、携帯端末から視聴情報を収
集することができる。
【０１０７】
　情報収集システム１では、複数の放送事業者（放送局）がある場合、放送処理部１４１
は、所定条件が満たされた場合に、複数の放送事業者（放送局）から次々と放送コンテン
ツを自動的に受信する。これにより、放送用メモリ１４４の複数の専用記憶領域に記憶さ
れた視聴情報を視聴時以外に纏めて取り出すことができる。
【０１０８】
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（１０）その他の実施形態
　上述したように、本発明の一実施形態を通じて本発明の内容を開示したが、この開示の
一部をなす論述及び図面は、本発明を限定するものであると理解すべきではない。この開
示から当業者には様々な代替実施の形態が明らかとなる。
【０１０９】
　図１に示す情報収集システム１における、情報収集サーバ１０，プログラム送信サーバ
２０、…、携帯端末１４０ａ等の内部の構成は、専用のハードウェアとして用意される他
、ＣＰＵ等の制御部によって実行されるソフトウェアモジュールとして、通常、実現され
てもよい。
【０１１０】
　従って、図５乃至図６に示す一連の処理のうち、図１に示した各サーバ、携帯端末等の
内部において実行される処理は、デバイス制御、マルチタスク動作環境、タイマ等の機能
をもった一般的なマルチタスクＯＳ上で、上述のように用意された各ソフトウェアモジュ
ールを実行するプログラムによって動作させることで実現可能である。
【０１１１】
　情報収集システム１では、放送コンテンツは、いわゆるワンセグ放送によって提供され
るコンテンツであるとして説明した。しかし、ワンセグ放送に限定されない。例えば、デ
ジタルラジオ放送のような３セグ放送に対しても適用可能である。
【０１１２】
　上述の実施形態における放送局の数は、２つに限定されない。２つ以上あってもよい。
また、情報収集システム１に接続される携帯端末は２つであるとしたが、数は限定されな
い。
【０１１３】
　上述の実施形態では、携帯端末１４０ａは、ＩＭＳＩを格納するメモリと、情報送信プ
ログラムを格納するメモリとをそれぞれ有するとした。また、放送用メモリ１４４は、個
別のメモリとして説明した。しかし、これらのメモリは、個別に用意したものでなくても
よい。例えば、同一メモリの記憶領域を仮想的に分割して使用するものであってもよい。
【０１１４】
　情報収集システム１では、放送用メモリ１４４は、図３に示すように、放送局毎の専用
記憶領域を有すると説明した。しかし、系列局毎の専用記憶領域を有していても良い。こ
のようにすると、例えば、放送コンテンツに地域性がある場合に、携帯端末１４０ａの存
在場所によっては、以前に存在していた場所で受信したコンテンツに関する視聴情報が取
り出せないという不都合を回避することができる。現時点で携帯端末１４０ａが存在して
いる地域では受信することのできないコンテンツに関する視聴情報であっても、系列局の
専用記憶領域から抽出することができることになり、有用である。
【０１１５】
　また、上述の実施形態では、携帯端末１４０ａ，１４０ｂを使用する使用者を特定でき
る識別情報として、加入者識別子（International Mobile Subscriber Identity）を使用
するとして説明したが、ＩＭＳＩに限定されない。携帯電話サービスに加入した加入者を
一意に識別可能な識別子であればよい。
【０１１６】
　例えば、携帯端末１４０ａに提供する情報送信プログラム自体に、識別可能な識別情報
を含ませることもできる。この場合、情報収集サーバ１０では、携帯端末１４０ａから送
られてくる視聴情報を、この視聴情報の送信元の情報送信プログラムに埋め込まれた識別
情報によって区別することができる。
【０１１７】
　また、上述の実施形態では、情報収集システム１において、視聴情報を収集する自動受
信を行うための所定の条件は、実施形態に限定されない。すなわち、時刻、位置情報以外
のほか、例えば、情報収集サーバ１０から視聴情報の送信要求を送り、この要求を受信し
たタイミングで自動受信を開始してもよい。



(14) JP 5123765 B2 2013.1.23

10

20

30

【０１１８】
　このように、本発明は、ここでは記載していない様々な実施の形態などを含むことは勿
論である。したがって、本発明の技術的範囲は、上述の説明から妥当な特許請求の範囲に
係る発明特定事項によってのみ定められるものである。
【図面の簡単な説明】
【０１１９】
【図１】本発明の実施形態に係る情報収集システムの構成図である。
【図２】本発明の実施形態に係る情報収集システムにおいて使用されるユーザのプロフィ
ールの一例を示す図である。
【図３】本発明の実施形態に係る情報収集システムの携帯端末の放送用メモリの記憶領域
を説明する図である。
【図４】本発明の実施形態に係る情報収集システムにおいて取得される視聴情報の一例を
説明する図である。
【図５】本発明の実施形態に係る情報収集システムが情報送信プログラムを携帯端末に送
信する処理を示すフローチャートである。
【図６】本発明の実施形態に係る情報収集システムの携帯端末において、放送コンテンツ
を視聴する処理を示すフローチャートである。
【図７】本発明の実施形態に係る情報収集システムにおいて、携帯端末で取得された視聴
情報を情報収集サーバに送信する処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１２０】
　１…情報収集システム、１０…情報収集サーバ、１１…情報収集制御部、１２…情報格
納部、２０…プログラム送信サーバ、２１…情報送信プログラム格納部、３０…モニタプ
ロフィール管理サーバ、４０…情報集計サーバ、４１…情報取得部、４２…関連付部、４
３…集計データ格納部、５０ａ，５０ｂ…放送局、６０…通信ネットワーク、１００…移
動体通信システム、１１０…移動体通信ネットワーク、１２０…基地局、１３０…加入者
管理装置、１３１…登録データベース、１３２…位置情報生成部、１４０ａ，１４０ｂ…
携帯端末、１４１…放送処理部、１４２…通信処理部、１４３…制御部、１４４…放送用
メモリ、１４５…表示部、１４６…入力部、１４７…位置情報測定部、１４８…携帯ＩＤ
メモリ、１４９…情報送信プログラムメモリ、１４３１…プログラム処理部、２００…ゲ
ートウェイ
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